
第５回	
  『福島原発事故を考える』	
  
河川や海洋の放射能汚染と生物	


アクアマリンふくしまの“メヒカリ”（アオメエソ）水槽	
  	
  
2010年3月21日 第５回めひかりサミット時に撮影	
  

理学部 海洋生物学研究室　遠藤広光	


2016.5.16	




北九州戸畑生まれ	
  2年→熊谷1→柏3→船橋7→札幌6→高知6→	
  
函館5.5→八戸0.5→高知	
  20~	
  	
  ★父の郷里は福島県郡山市	


ちょっと長い自己紹介…　回遊履歴	


●	

●	


●	
●	


●	


●	


●	


★	


北日本太平洋岸沖での	
  
深海トロール乗船調査	
  
	
  
東北太平洋岸沖の深海性魚類リスト	
  
	
  Shinohara,	
  Endo	
  and	
  Matsuura	
  (1996)	
  
新種記載や日本初記録種の報告	
  
	
  Endo	
  and	
  Okamura	
  (1992)	
  
	
  Endo	
  and	
  Shinohara	
  (1999)	
  
	
  遠藤・北川（2006)	
  
	
  
東北区水産研究所八戸支所	
  
　1995年10月~1996年3月	
  
　新技術事業団科学技術特別研究員	
  
　（ポスドク）	
  
	


グーグルアースより	




東北太平洋岸沖からの新種と日本初記録種	


Coelophrys	
  bradburyae	
  Endo	
  and	
  Shinohara,	
  1999	
  ワカタカユメソコグツ	


Merluccius	
  productus	
  (Ayres,	
  1855)	
  シロガネダラ　＊遠藤・北川（2006）	


アンコウ目アカグツ科	


タラ目メルルーサ科	


体長	
  472	
  mm	
八戸沖の水深	
  250	
  m	


八戸沖の	
  
水深600m	




Endo	
  and	
  Okamura	
  (1992)より	


水深	
  2,000	
  m	
  ~4,700	
  m	


水深	
  2,500	
  m	
  ~6,945	
  m	


Coryphaenoides	
  armatus	
  (Hector,	
  1875)	


Coryphaenoides	
  yaquinae	
  Iwamoto	
  and	
  Stein,	
  1974	


日本海溝で採集されたソコダラ科の2種	


ヨロイダラ	


シンカイヨロイダラ	


卒論で研究し，1992年に日本初記録種として報告した	




日本海溝 水深	
  6200m	
  シンカイヨロイダラとソコボウズ	


低レベル放射性廃棄物の海洋処分に関する研究	
  
・自動浮上式深海生物採集器具の試験	
  
・採集生物からバックグラウンド放射能の測定	
  
（1976.10~	
  	
  財団法人原子力環境整備センター）	
  



891日後	


2276日後	


2.4年後	


6.2年後	


福島原発事故による海洋汚染はどの程度？	


	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  現在も流出中….，総量は不明	
  
すでに10の18乗（エクサ）のレベル…?	


ドイツ　ヘルムホルツ海洋研究センター（GEOMAR）の予想	


1年後，最大濃度は2桁で希釈	


約5~6年後，最大濃度は4桁で希釈	




水産物の汚染状況は？どれを食べる？食べない？	


骨も食べるけど，ストロンチウムはどうなの？	


土佐湾産のメヒカリとヤケド（ハダカイワシ）の干物	




講義のウェッブページの動画リンク	


•  「知られざる放射能汚染~海からの緊急報告~」
（2012年1月15日	
  NHK，49分）	
  

•  「ネットワークでつくる放射能汚染地図~福島原発
事故から3年~」（2014年3月8日	
  NHK	
  ETV,	
  94分）	
  

•  「被爆（ひばく）の森~原発事故５年目の記録」	
  
　（2016年3月6日	
  NHK,	
  58分） new!	


東京湾河口域のホットスポット	




2012年9月1日	
  
フライの雑誌社	
  
¥1,143+税	


2012年6月25日	
  
緑風出版　	
  
¥2,600+税	


参考文献その１	


2014年7月25日	
  
緑風出版　	
  
¥2,800+税	




参考文献その２	


2013年12月27日　	
  
新評論　¥	
  1,300+税　	


	
  Oceanus	
  2013年春季第50巻第1号	
  
米国ウッズホール海洋研究所発行	




参考文献その３	


2014年6月号 Vol. 36, No. 3，生物研究社	




参考文献その4	


2016年2月29日　	
  
芽ばえ社 	
  ￥1,200+税	


2016年3月28日　成山堂書店	
  
￥2,000+税	


New!	




最近の論文　オオタカの繁殖成功率が顕著に低下	




最近の論文　水産物の放射性物質汚染のリスク評価法を開発	




Okamura et al. (2016) Risk assessment of radioisotope contamination  
for aquatic living resources in and around Japan	


淡水甲殻類	


淡水魚	


通し回遊魚	


海藻	


底魚	
 浮き魚	
 サメ・エイ類	


海産物のリスク評価	




陸と海の生産者の違い	


ピネ，P.R.	
  (2010)	
  海洋学，第４版より	


「陸上の植物は比較的大型で，効率的な脈管システムを通
して土壌から光合成を行う葉まで，栄養塩と水を運ぶ．一方，
海洋植物は一般的に微小な単細胞生物で，海水に溶けた
栄養塩を細胞壁を通して直接吸収する．」	


有光層	


無光層	


植物プランクトン	




ピネ，P.R.	
  (2010)	
  海洋学，第４版より	


水資源機構 ウェッブページより	


海水	
  97.5%	


0.8%	


淡水	
  2.5%	


海洋での生物化学的再利用	




北太平洋の循環と東北沖の海流	


北半球冬季における循環を模式化	

気象庁ホームページより	




FRA	
  News	
  vo.	
  42	
  (2015.3)より	
  
水産総合研究センター	




気象庁ホームページより	


日本近海海流予想図（2014年4月10日）	




FRA	
  ニュースVol.	
  13,	
  2008.1	
  より	


海洋の物質循環と食物網	



